
企
部
古
践
志
巻
廿
三

龍
公
仮
館
昌
小
律
吋
小
棒
魚
津
也
云
々
。
此
時
二
越
之
交
界
。
設
ι
閥
門

於
榊
椀
河
内
吋
・
今
境
閥
是
也
一
宮
。
然
公
富
山
養
老
。
従
匡
名
籍
中
境

口
番
長
谷
川
宗
左
阪
戦
ν
之
。
則
此
時
服
T

修
=
奮
闘
-
而
再
設
申
竪
間
関

門
~
と
見
h
、
慶
長
己
酉
は
十
凶
年
な
り
。
さ
れ
ば
此
の
関
門
を
再

興
し
‘
関
守
を
笹
き
て
通
行
方
を
厳
重
に
定
め
ら
れ
し
は
、
利
長
卿

富
山
養
老
中
の
事
に
て
、
渇
書
の
出
し
方
も
其
の
頃
よ
り
遁
々
定
め

ら
れ
し
と
聞
ゆ
。
然
れ
ば
金
棒
手
判
問
屋
と
い
ふ
も
の
も
‘
慶
長
年

中
よ
り
出
来
せ
し
に
や
。
境
開
門
上
梁
文
に
も
‘
園
初
以
来
。
設
昌
閥

随
二
悦
玄
関
官
吏
卒
-
守
A
V

之
也
.
入
者
難
v
亡
ν
論
，
出
者
非
v
緑
町
一
邑
有
司
之
節

歩
徴
剛
之
於
闘
法
品
不
v
許
。
若
犯
v
之
則
有
昌
下
v
獄一等

7
4伴
-
而
般
然
。
国

有
ロ
弓
銃
緒
兵
伎
ニ
鼠
a
不
良
之
備
a
突
一
翼
々
。
と
記
載
し
て
、
奮
務
中
は

甚
だ
般
格
な
る
閥
門
な
り
と
い
へ
ど
も
、
維
新
駿
藩
の
際
関
門
を
腹

し
.
往
来
を
自
由
に
せ
し
ゅ
ゑ
.
共
の
際
金
部
乎
判
問
屋
共
も
悉
く

菟
ぜ
ら
れ
た
り
。

O
鎗
屋
九
郎
助
奮
部

石
浦
町
東
側
小
路
の
角
家
友
り
。
元
組
丸
郎
助
は
、
奮
務
組
大
納
言

利
家
卿
賞
闘
入
部
以
来
、
鎗
の
用
向
を
勤
め
、
園
初
以
来
の
奮
家
に

て
、
政
代
連
綿
し
‘
子
孫
は
鎗
屋
九
郎
次
と
mm
し
、
狂
言
師
を
も
銑

ー

そ
の
か
み
名
高
き
酒
底
た
り
。
此
の
家
に
停
来
す
る
古
器
物
あ
り
。

柄
の
付
き
た
る
古
き
小
柄
た
り
。
背
寛
永
銭
い
ま
だ
通
用
な
き
頃

は
、
脂
質
の
酒
代
K
.
切
金
と
て
銀
の
打
延
ば
し
た
る
板
金
を
ば
細

か
に
切
り
、
或
は
白
米
を
持
来
り
け
る
を
時
附
け
た
る
古
器
な
り
と

て
‘
世
L
H

僻
離
す
と
い
ひ
侮
へ
た
り
。
按
守
る
に
、
藤
田
安
勝
筆
記

に
、
加
越
能
三
州
民
、
寛
永
の
新
銭
を
活
用
せ
し
は
‘
承
館
三
年
以

C
既
成

u

来
た
り
。
共
の
以
前
は
、
白
金
を
細
か
に
切
置
き
た
る
と
、
白
米
を

ぽ
小
.
材
に
て
計
り
.
質
物
を
賀
盤
へ
、
日
用
を
建
す
と
あ
り
。
此
の

質
話
と
符
合
せ
り
。
慶
長
九
年
利
長
卿
の
酒
代
定
書
に
。

定

一
、
新
酒
之
事
九
月
よ
り
十
二
月
ま
で
、
上
之
酒
京
判
笠
升
に
付
而

米
笠
升
五
合
宛
た
る
べ
き
事
。

一
、
古
酒
は
三
月
よ
り
八
月
ま
で
.
上
之
酒
京
判
笠
升
に
付
而
米
武

升
宛
た
る
べ
き
事
。

右
自
今
以
後
之
商
寅
可
v
需
=
此
分
吋
若
此
上
酒
悪
敷
様
子
有
v
之
ば
、
酒

屋
共
可
ν
露
=
曲
雪
国
自
被
=
仰
出
-
者
也
。

慶
長
丸
年
八
月
朔
日

又
金
津
家
柄
町
人
平
野
屋
b
T
助
方
に
僻
来
せ
し
寛
永
三
年
の
酒
通
帳

金
滞
官
蹴
志
巻
廿
三

O 

勤
し
、
明
治
践
務
の
際
ま
で
職
を
勘
む
と
い
へ

E
も
、
武
器
の
鐙
越

に
依
っ
て
職
業
を
陵
し
‘
迭
に
家
屋
を
も
費
却
し
て
此
の
地
を
退
去

せ
り
。

利
長
卿
良
筆
の
親
簡
潟

ゃ
り
ゃ
九
州
へ
と
し
候
て
、
よ
き
ゑ
を
と
り
て
と
し
侯
よ
し
。
と
し

ら
へ
候
や
り
十
本
く
れ
候
。
心
ざ
し
し
う
ち
ゃ
く
の
よ
し
可
v
申
候
。

や
り
を
も
上
可
v
申
候
。
叉
も
ち
ゃ
り
の
ゑ
候
は
ど
、
四
・
五
十
ほ
ん

ほ
ど
上
々
の
ゑ
を
と
し
ら
へ
候
て
上
候
伊
乙
。

七

月

七

日

ひ

円日ハハハ一

右
は
二
代
大
城
へ
賜
り
た
り
と
。
大
械
は
一
元
組
九
郎
助
の
男
に
て
、

初
名
を
箪
磁
と
呼
ぺ
り
と
ぞ
。

O
紙
屋
丸
右
衛
門
奮
邸

紙
屋
は
‘
石
浦
町
草
創
以
来
の
奮
家
に
て
、
共
の
奮
邸
は
石
浦
町
西

側
の
右
衛
門
橋
へ
往
く
小
路
の
角
漣
よ
り
ぺ
今
あ
る
酒
底
の
邸
地
へ

か
け
遺
跡
也
と
い
へ
り
。

。
紙
屋
丸
右
衛
門
偉
跨

奮
停
に
-X
ふ
。
紙
屋
丸
右
衛
門
は
、
金
滞
城
下
酒
縫
家
の
鼻
組
に
て
.

民
、
正
月
十
日
三
分
五
盟
諸
白
壁
升
。
同
十
三
日
三
ふ
ん
同
宣
升
。

同
十
九
日
丸
ふ
ん
緒
白
三
升
。
友
ど
h

記
戦
せ
り
。
是
も
此
の
頃
の
滴

直
段
に
て
、
三
分
・
九
分
な
ど
あ
る
も
の
、
所
絹
切
金
な
る
べ
し
。
三

蜜
記
に
.
元
和
の
頃
、
犀
川
口
鬼
川
の
縁
に
女
歌
舞
伎
の
鹿
あ
り
。

上
下
男
女
の
雄
ひ
た
く
、
札
銭
友
吹
の
と
ま
が
ね
三
分
づ
a
A

と
あ
る

に
て
も
知
ら
れ
け
り
。
扱
此
の
紙
屋
九
右
衛
門
が
子
孫
、
寛
政
の
頃

ま
で
連
綿
し
て
酒
治
底
な
り
し
か
ど
.
後
零
落
し
て
迭
に
家
商
賓
を

譲
り
、
此
の
地
を
退
去
し
、
共
の
子
孫
十
関
町
橘
屋
と
い
ふ
菓
子
底

の
手
代
と
成
り
居
た
る
よ
し
、
老
人
の
話
残
れ
り
。
共
の
家
屋
は
創

家
と
た
し
た
れ
ど
‘
共
の
後
々
も
酒
活
家
連
綬
し
て
、
今
に
存
在
せ

り。
加
賀
之
菊
酒

菊
酒
は
、
む
か
し
よ
り
金
揮
の
名
産
に
て
、
小
潮
甫
庵
が
撰
び
た
る

太
閤
記
巻
十
六
K
.
盟
太
閤
秀
吉
公
醍
醐
の
花
見
を
催
し
給
ふ
僚

に
‘
御
供
に
あ
ら
ぬ
諸
侯
・
大
夫
井
京
・
堺
の
膝
々
よ
り
、
折
作
物
珍

物
寵
=
其
員
一
名
酒
に
は
、
加
賀
の
菊
酒
・
腕
地
酒
・
共
外
天
野
・
平
野
・

奈
良
の
借
坊
酒
云
々
。
と
あ
り
て
‘
天
下
の
名
酒
の
第
一
番
に
‘
加
賀

の
菊
酒
と
載
せ
た
り
唱
さ
れ
ば
そ
の
か
み
能
き
酒
を
醗
し
‘
天
下
K




